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問題意識と見通しをもった学校図書館の活用

文部省初等中等教育局小学校課教科調査官

角屋　重樹

はじめに

理科の立場から学校図書館の活用について

論じるため、次の順序で考察しよう。まず、

ビデオ、図書資料、コンピュータなどを利用

した学習指導の事例をとりあげよう。次に、

この事例を、ビデオ、図書資料、コンピュー

タなどの利用という視点から分析しよう。そ

して、この分析から、学校図書館を活用する

場合の留意点を導きだそう。このようにして、

理科の立場からの教育課程の改善と学校図書

館というテーマに応えることにしよう。

I　ビデオ、図書資料、コンピュータなどを

利用した学習指導の事例

学校図書館の活用について考えるため、埼

玉大学教育学部附属小学校の引間和彦先生が

行った第6学年　A　生物とその環境(2)「人

と動物のからだ」という実践を例に考えてみ

よう。この単元の目標は、以下のようになっ

ている。

・子どもが魚の学習をもとにして観察した

り、他の動物と比較したりして調べることか

ら、人の体は肺で酸素を取り入れ、体外に二

酸化炭素を出していることや、食べた物は口、

胃、腸などを通る間に消化、吸収され、吸収

されなかった物は排出されること、また、血

液は心臓の働きで体内をめぐり、養分や酸素、

二酸化炭素などを運んでいることなどをとら

える。

また、人と動物では、呼吸、消化、循環な

どのはたらきや骨格のつくりなどに共通点・

差異点があることをとらえる。

そして、このような活動を通して、人や動

物の生きるという見方や考え方を養うととも

に、体の内部のつくりや働きに興味・関心を

もち、意欲的に追究する態度や生命を尊重す

る態度を育てる。

この単元の目標のもとに、4次から単元を

構成している。それらは、

第一次　人や魚が生きるために必要なこと

第二次　魚の内部の観察(魚の呼吸、魚の解

剖)

第三次　人の呼吸、消化、循環

第四次　人や動物の体のしくみの違い(人や

動物の骨格と筋肉、人と動物の共通

点・差異点)

である。

第一次～第四次のそれぞれを、主に、以下

に述べるような活動で構成している。

第一次では、人や動物が生きていくために

は、呼吸したり食べたりしていることや心臓

が動いているということを子どもが調べる。

第二次では、子どもが魚を対象にして、そ

のつくりや働きを調べる。ここでは解剖を行

い、体の内部を観察する。

第三次では、人の体のつくりと働きについ

て呼吸、消化、循環の中から子どもが調べた

い器官を一つ取り上げ、それらをグループで
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調べる。また、自分が調べた器官をもとに情

報交換を行い、自分が調べた器官と他のグル

ープが調べた器官の働きとの関係を明らかに

する。ここでは、実験だけで調べることがで

きないので、子どもがビデオや図書、コンピ

ュータなどを利用する。

第四次では、第三次の活動をもとに子ども

が人や動物の体のつくりや働きなどを互いに

比べ、共通点や差異点を明らかにしていく。

上述の第一次～第四次のそれぞれの活動に

おいて、子どもがビデオや図書資料、コンピ

ュータなどを利用する場面は、第三次にある。

このため、第三次の学習過程の詳細を図に示

す。

図　第三次の学習過程

II　本事例が含意すること

この事例において、ビデオ、図書資料、コ

ンピュータなどを利用する場面は、次のもの

である。それは、人の呼吸、消化、心臓の働

きについて、自分たちが問題をつく　り、それ

を解決しよう、とする場面である。

そこで、子どもが人の呼吸、消化、心臓の

それぞれの働きについて追究している活動を

分析してみよう。

(1)人の呼吸

まず、人の呼吸については、次のように構

成されている。①呼吸はどこでどのように行

われているのだろうか、あるいは、②はく息

と吸う空気では何が違うのだろうか、という

ニ大 児　 完　 の　 活　 動　 と　 数　 抗　 の　 支　 培 !争匠 の 月作 目 伽環 点

( 以 上　 .古)
(一 斉 学 習 】 ①　 人 の か ら だ の つ く り と は た ら 2 1 こ つ い て 考 え よ う .

屋 麺 儲 禦
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つ く リ モ も と に . 人 の
(本 の 内 ≦淳に つ い て r道心
を も ち 人 の 休 の つ く リ
や 働 き に つ い て 調 ′くる
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る こ と が で き る .
( ノ ー ト ・発 音 )
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とが で き る . ( 吊托 u )
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累 や 二 E竣化.炭 票 の 貿 化 を均　　 一くる こ と が で き る よ う に 丁　　 子変の 動 き を 調 べ ら れ る よ う こ,と が で き る . (即粗目
だ 薇 に よ っ て テ ン プ

ン が 雲:化 1 ~ る こ と を !璃
ベ ち 九 た こ と を 利 用 で き る　　 る .　　　　　　　　　　　　　　 に す る .

よ う に す る　　　　　　　　　 C 〉　 心 屁 の 壱支助 は 、 心 菅 マ イ　 C ) 腸 の 吸 収 の 仕 組 み を モ デ
C ) 肺 で の 呼 吸 醇 の モ デ ル で 、　 ク を 使 っ て 調 べ ら れ る 上 ウ　　 ル て 苫瑠′く. 考 え ら れ る ・とう ノく る こ と が て・き る .

呼 吸 の し く み を考 え ら れ る　　 に す る .　　　　　　　　　　　　 に す る . 消 化 ・吸 収 の し く み
よ う に す る . ~　　　　　　　　 ○　 心 耳 の し くみ や 血 一首の 通　 ○　 テ芦= ヒ ・吸 収 を 調 べ る た め の

〇　 万布の し く み を 只 ′くろ た の　　 り 道 を骨 I′くる た め の ビ デ オ 、　 ビ デ オ 、 掛 四 ・四 番 資 料 ・コ
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の か 、 考 え. ら れ る よ う に す る .

⑦　 r 人 の 〈童の 1主 君 」 発 覆 会 を し よ う . < 知 5 ・理 扁 >
t グ ル ー・プ 羊 冒 】 C )　 さ ら に 自 分 が 田 ′くて ま と め た こ と を も と に 、 . 人 の くま に つ い て 、 呼

r人 の 休 の 毯 密 」 と い う 発 き 会 を し よ う . 奴 や 韓日ヒ、 l瑠璃 な ど の
○　 発 表 を 開 い た ら 、 質 問 も し な が ら 、 指 し 合 し くみ や (動 き を 招 互 の

い を す す の て い こ う . 聞 く茶 を悪 :表し な が ら 】克
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く発 表 只 需「」 騒 音 )
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疑問から、「呼吸の

しくみと働き」に

関する問題を設定

し、子どもが次の

ような追究方法を

考案している。

・気体検知管を使

うと酸素や二酸

化炭素の変化を

調べることがで

きたという経験

を子どもが想起

し、この経験を

活用して②の問

題を調べる。

・①を調べるため

に、肺における

呼吸器のモデル

で呼吸のしくみ

を調べる。

・(彰、特に、肺の

しくみを調べる

ため、ビデオ、

掛図、図書資籾、

コンピュータな



どを利用する。

(2)人の心臓の働き

次に、人の心臓については、次のようにな

っている。(彰心臓はどのようにして血液を運

んでいるのだろうか、あるいは、②血液はど

こに運ばれているのだろうか、という疑問か

ら、「心臓のしくみと働き」に関する問題を設

定し、子どもが次のような追究方法を考案し

ている。

・(諺を調べるため、血液の流れをメダカで調

べる。

・①を調べるため、心臓の鼓動を心音マイク

を使って調べる。

・①や②、つまり、心臓のしくみや血液の通

り道を調べるため、ビデオ、掛図!図書資

料、コンピュータなどを利用する。

(3)人の消化の働き

そして、人の消化については、次のように

構成されている。(丑食べた物はどのように消

化されるのだろうか、あるいは、(診栄養はど

のようにして吸収されるのだろうか、という

疑問から、「消化のしくみと働き」に関する問

題を設定し、子どもが次のような追究方法を

考案している。

・(彰を調べるため、デンプンの消化実験でだ

液の働きを調べる。

・(書を調べるため、腸の吸収の仕組みをモデ

ルで調べる。

・(か、②、つまり、消化、吸収を調べるため、

ビデオ、掛図、図書資料、コンピュータな

どを利用する。

上述のことから、以下のようにいえる。子

どもは肺、心臓、消化、吸収のそれぞれのし

くみを調べるため、ビデオ、掛図、図書資料、

コンピュータなどを利用している。このよう

な活動を行うため、まず、子どもは自分たち

のグループが取り組む問題を決めている。次

に、子どもは問題を解決するため、調べる方

法を考案している。

これらの活動から、以下のことがいえる。

子どもは、学校図書館にあるビデオ、掛図、

図書資料、コンピュータを活用する場合、た

だ、図書館に行っているのではない。子ども

は、明確な問題意識や調べる方法を考案し、

図書館に行っている。

したがって、学校図書館にあるビデオ、掛

図、図書資料、コンピュータなどを活用する

場合は、明確な、問題意識や予想、仮説、構

想などの見通しを子どもがもつことが大切に

なろう。

なお、見通しをもつことに関しては、本年

7月29日に、教育課程審議会が答申した「幼

稚園、小学校、中学校、高等学校、盲学校、

聾学校及び養護学校の教育課程の基準の改善

について」においても明記されている。この

答申の、「I教育課程の基準の改善の方針、各

教科・科目等の内容(2)小学校、中学校及

び高等学校、(動理科」は、改善すべきことを、

ア改善の基本方針とイ改善の具体的事項に分

けて記載されている。特に、イ改善の具体的

事項(小学校)において、「身近な自然につい

て児童が自ら問題を兄いだし、見通しをもっ

た観察、実験を通して、問題解決の能力を育

てるとともに、……(略)……」というよう

に、子どもが自ら問題を兄いだし、見通しを

もった観察、実験などの活動の重要性が指摘

されている。

III　まとめ

今まで述べてきたことから、次のようにい

えよう。理科において学校図書館を活用する

力を育てるためには、学校図書館に行く前に、

(彰子どもが自ら問題を兄いだし、②それを解

決する見通しをもつことが大切である。

つまり、子どもが問題意識と見通しをもっ

て学校図書館を活用することが教師の留意点

となろう。　　　　　　(かどや・しげき)
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